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�
日　程�
時　　間�
テ 　―　マ�
�
�
10月


11日（日）�
13:00～17:30�
前半は私自身のケースを通して講義をし、後半は提供していただいたケースを検討しながらシェアリングする。�
�
�
10月


12日（月）


（祝日）�
 9:00～12:00�
上記のことに関する講義。�
�
�
�
12:00～13:00�
昼食（各自でおとりください）�
�
�
�
13:00～16:00�
提供していただいたケースを検討することを通して、現代の親と子の育ちを援助することについて考える、その理解を深める。�
�
講義の途中、１～２時間の単位で、適宜休憩時間を入れます。


要件を満たした場合は、臨床心理士資格認定協会にワークショップ承認申請をします。





児童思春期講座３








子どもが情緒的に不安定になっている、というような問題があらわれた時、私たち心理臨床家は、その問題を子ども個人の問題として捉えようとするだけではなく、人と人との関係性という視点からも捉えて、理解しようとすることが多いのではないかと思います。子どもの虐待をめぐる世代間伝達の問題という見方も、関係性という視点を導入することによって、親を悪者にするにするのではなく、親も子も心理的援助の対象として、関係性の障碍をとりのぞき、よりよい関係性の世界に両者を誘っていこうという視点からうまれてきたものです。


それに対して発達障碍に代表される、発達的な課題を抱えた人々に対しては、もともともっている固有の問題が顕在化したと捉え、トレーニング的に調整し関わろうとする傾向が強く、関係性という視点からのセラピーは少ないように思います。もちろん人はそれぞれ、固有のもち味はもって誕生しますが、発達的な課題もまた、環境の影響を強くうけながら関係性のなかでつくられ、大きくなったり小さくなったりと変容しながら、人は成長していくものです。ですから発達的な課題に対しても、私たちは関係性という視点からのセラピーで、たくさんのことができるのです。そういうことを、具体的なケースからご一緒に考えていきたいと考えています。


関係性の障碍・発達的な課題・子育てのなかでの子どもの問題や親の問題、親子援助というようなテーマに関わるようなケースを提供してくださる方を歓迎します。ケースの年齢は問いません。


　田中　千穂子





期　日	：２００9年 １0月 11日（日）～12日（月・祝日）


対　象	：臨床心理士・看護士・保健師・心理職・相談員等の方で、医療・相談・福祉・教育に


関わる専門家、および指定大学院（臨床心理士資格認定協会）の院生


なお、事例を提出した方を優先させていただきます　（事例提出不可の方は、定員に


余裕がある場合先着順に受付け、余裕がある場合受講可否の連絡をします）


定　員	：５０名（定員になり次第締め切りますのでホームページなどでご確認ください）


受講料	：１２,０００円（税込）　　※ 昼食は各自でお手配ください


企画講師 ：田中　千穂子　先生  東京大学大学院教育学研究科 教授、臨床心理士、文学博士


主　催	：明治安田こころの健康財団


会　場	：明治安田こころの健康財団　講義室　　（※ 詳細地図は受講証に添付いたします）


東京都豊島区高田３－１９－１０　　03-3986-7021


	ＪＲ山手線・西武新宿線・地下鉄東京メトロ東西線「高田馬場駅」下車約7分





関係をそだてる心理臨床－発達臨床の視点から―














